
(
図
に
こ
の
小
論
は
昭
和
二
十
七
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
助
成
研
究
成
来
φ

一
部
で
あ
る
)

注
一
東
北
大
学
支
那
一学
研
究
室
編
「
百
子
全
曹
人
名
索
引
」
に
よ
る
o

注
二
十
七
史
問
催
、
巻
六
、
司
馬
氏
父
子
異
街
。

注
一
一
一
東
勢
読
書
記
、
巻
十
二
、
諸
子
。

h

注
四
漢
書
芸
文
志
諮
説
、
諸
子
路
、
道
家
。

、
在
五
窓
斎
集
古
録
、
釈
文
勝
稿
下
巻
。

注
'
一
ハ
両
周
金
文
辞
大
孫
、
考
釈
下
篇
。
民
国
二
十
五
年
、
女
求
堂
刊
。

史

記

葉
一
帝

見

の

i
i特
に
司
馬
遼
の
寅
帝
の
取
り
扱
ひ
方
を
中
心
ざ
し
て

l
i

る

史
記
に
見
る
黄
帝
の
問
題
の
中
、

①
司
馬
還
の
焚
帝
の
取
り
扱
ひ
方

②
黄
帝
説
話
よ
り
み
る
史
記
の
焚
帝

が
、
大
き
な
も
の
し
と
て
考
へ
ら
れ
よ
う
。

前
者
は
編
者
と
し
て
の
司
馬
惑
が
、
安
帝
を
、
ど
の
様
に
取
り
扱
ク
た
か
と
吾
一
口
ふ

彼
の
紫
帝
観
に
恭
づ
く
資
料
の
取
り
扱
ひ
方
の
一
問
題
で
あ
り
/
、
後
者
は
、
責
帝
説

話
上
よ
り
、
史
記
の
賀
帝
が
資
料
的
に
ど
の
様
な
問
題
を
持
ク
て
ゐ
る
か
と
言
ふ

ζ

と
で
あ
る
。

前
者
に
ク
い
て
は
、
別
に
史
認
賀
帝
本
紹
考
〈
副
題
i

本
紀
の
構
成
分
析
よ

D

f
る
司
馬
惑
の
立
場
の
考
察
〉
〈
註
ご
と
し
て
、
本
紀
の
内
容
分
析
よ

p
し
て

一
考
じ
て
寵
い

した
の
で
あ
る
が
、
此
一処
に
於
て
は
、
と
れ
と
関
聯
し
ク
ミ
更
に

f

史
記
各
一
般
に
見
る
賀
帝
を
考
へ
る
事
に
依

p
、
司
馬
還
が
黄
帝
を
刊
と
の
様
に
考

ヘ
ー
叉
そ
れ
を
ど
の
様
に
史
記
に
取

p
あ
げ
て
来
、た
か
と
言
ふ
い
白
川
に
づ
い
て
考
究

し
て
りみ
た
い
O

釦

$

注
七
金
文
皆
刷
、
続
金
支
篇
に
よ
v
h
N
φ

注
入
集
刊
第
三
木
第
四
分
、
了
山
銘
文
考
釈
引
、
翁
祖
庚
説
。

注
九
観
堂
集
林
、
初
集
巻
十
八
、
史
林
十
。

注
十
中
国
上
古
史
導
論
、
二
、
資
帝
与
皇
帝
及
上
荷
。

注
十
一
金
文
議
考
、
周
場
銘
中
伝
統
忠
惣
考
、
一
宗
教
思
想
。

注
十
二
時
貢
半
月
刊
、
三
ノ
一
、
銭
穆
、
資
帝
故
事
地
望
考
。

注
十
三
観
堂
一
集
林
、
初
葉
巻
十
、
史
林
二
、
段
周
制
度
論
。

注
十
四
北
方
圏
、
創
刊
号
、
佐
藤
匡
玄
氏
賞
帝
論
。

問

題

安

ヨ長二
仁i

居

[11 

。

司
馬
惑
の
資
料
の
取
り
扱
ひ
の
慌
章
一
さ
は
、
(
此
処
に
彼
た
り
の
令
想
的
立
場

が
あ
る
の
判
二
一
C

る
が
〉
、
例
へ
ば
五
一
稲
本
紀
の
未
尾
の
太
・
史
公
笈
一
つ
を
取
づ
て

み
て
も
知
ら
れ
る
。

即
ち
、
古
文
献
の
比
較
考
麦
、
世
一
戸
地
踏
夜
、
古
老
等
よ
り
の
資
料
文
集
及
び
そ

の
寿
国
夏
、
或
は

非
好
関
日
深
思
、
心
知
山
失
意
、
回
難
為
浅
見
寡
聞
道
也
、
余
街
論
次
、
探
英
一
一
一
一
向
元

雅
者
。

と
一
一
宮
ふ
如
き
同
県
撃
な
学
的
立
場
は
、
資
料
に
対
す
る

絞
の
慎
重
さ
を
示
し
て
ゐ

宕
o

従
づ
て
、
賀
帝
を
取
り
扱
ふ
に
当
ク
て
も
、
同
様
な
態
度
が
と
ら
れ
た
と
と

は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

安
帝
に
関
す
る
資
料
が
当
時
一
恨
め
て
・
豊
富
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
事
e

は
、
史
記
の

各
所
に
黄
帝
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
事
、
呂
覧
・
韓
非
一
す
・
港
南
子
等
、
見
記
以

前
或
は
雨
時
頃
と
考
へ
ら
れ
る
も
の

K
多
く
そ
の
記
載
の
あ
る
事
よ
り
救
考
さ
れ



る
。綾
太
后
好
賛
帝
老
子
一
言
、
帝
及
太
子
務
資
、
一
小
得
一
小
議
費
帝
老
子
、傘
兵
術
c

〈
外
戚
快
裁
第
十
九
〉

4

と
あ
右
如
き
、
或
は
、
武
帝
の
封
絡
に
関
オ
右
・
諸
事
の
如
き
当
時
の
風
潮
、
更
に

は、

、
い
ね

K
'
vと
門
司
は
ふ
4ι

言
、

〆

煉
ゑ
柄
、

少
時
木
好
資
帝
老
一
ナ
之
術
O

(

純
一
日
刊
対
語
)

間
叔
一
者
、
r

お
際
城
人
也
、
共
先
一
知
郎
氏
ザ
同
議
也
、
叔
菩
鋭
、
襲
安
4
m
於
奨
五
公
4

7
コ
ヘ
田
叔
列
伝
J

月
{

F

第
四
十
四
」

ま
-
一
者
、
警
護
老
言
、
底
土
也
(…
綿
一
…
ー
一
」
唐
列
伝
)

そ
の
他
、
創
常
時
(
汲
郷
列
停
第
六
十
)
、
部
輩
〈
京
市
対
内
閣
銭
列
体
第
四
十

一
)

等
、
当
時
の
焚
布
、
老
子
へ
の
異
常
怒
る
関
心
を
見
る
と
き
、
そ
の
内
客
は
と
も

か
く
と
し
て
、
資
帝
花
関
す
る
資
料
は
極
め
て
豊
富
で
あ
っ
"
た
に
遠
ひ
な
い
。

市
も
之
等
は
、
今
日
見
る
如
く
、
心
十
し
も
一
貫
し
た
茨
有
税
を
停
へ
て
居
ら

や
、
そ
の
よ
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
指
摘
の
方
士
逮
が
封
一
時
に
関
聯
し
て
持
ち
出

す
紫
持
説
が
混
入
し
て
、
時
代
を
大
き
く
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
之
等
を
資

料
と
し
て
焚
布
説
在
史
'
記
中
に
構
成
す
る
事
は
、
そ
の
資
料
の
取
檎
選
択
に
於
て

械
め
て
難
し
い
市
中
?
で
あ
づ
た
に
迷
ひ
な
い
。
特
に
そ
の
J

時
代
に
生
き
な
が
ら
、
答

観
的
立
場
左
取
る
と
一
一
一
一
口
ム
事
は
獄
吏
烹
難
で
あ
る
。

か
う
し
た
中
に

あ
ク
て
、
司
馬
援
は
ど

の
様
に
鞍
湿
し
、
ど
の
様
に
史
認
構
成

の
中
に
折
り
込
ん
で
行
づ
た
で
あ
ら
う
か
。

O
 

焚
有
花
関
し
て
最
も
緩
め
ら
れ
て
い
る
資
柏
木
紀
と
封
附
撃
と
を
比
絞
す
る
と

き
、
そ
の
中
に
同
類
資
料
(
山
一社
二
〉
も
あ
る
惑
が
知
ら
れ
る
。
然
し
こ
の
問
者
は
、

内
容
よ
か
ら
も
、
記
述
形
式
上
か
ら
も
、

る
一然
一趣
を
異
に
し
て
ゐ
る。

内
一
体
的
に
は
、
木
紀
の
が

人
組
…
…
?
と
し
て

の
賀
布
で
あ
る
止
す
れ
ば
、

封
秘
.
勢
の

は
多
ハ
ザ
切に一
柳
仙
化
さ
れ
た
噴
布
で'め
り
、
前
出
荷
が
史
上
の
古
布
主
と
し
て
警
か
れ

て
い
る
の
花
対
し
て
、
後
者
は
焚
荷
に
ク
い
て
語
り
体
(
ら
れ
、
叉
現
に
誇
ら
か

つ
¥
A

あ
る
一
暑
の
廃
史
的
記
録
で
あ
り
、
特
に
比
処
で
は
封
料
と
関
係
せ
し
め
ら
れ

た
賀
帝
で
あ
る
。

叉
形
式
的
に
は
、
前
者
が
本
妃
'
と
一
一一
一
ロ
ム
伴
記
形
式
の
中
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
後
者
は
撃
と
一
一
一
回
ふ
形
式
の
中
、で
、
文
化
事
裁
と
し
て
の
封
綿
花
づ
い

て
の
編
年
休
の
中
に
牧
め
ら
れ
、

而
も
そ
れ
等
は
、
始
λ
ど
第
三
者
の
ニ
一
一
口
と

L
て

の
形
式
の
中
花
入
れ
ら
れ
之
居
る
。

か
う
し
た
資
料
取
り
扱
ひ
の
中
に
は
、
当
然
何
等
か
の
理
由
が
予
想
せ
ら
れ
ね

ば
な
ら
ね
の
で
あ
り
、
富
市
笑
と
の
事
は
、
そ
の
・
取
り
扱
ひ
の
中
K
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
更
に
之
を
救
究
し
て
行
く
時
は
、
か
う
し
た
取
り
扱
ひ
を
為
さ
し
め
た

根
底
的
理
由
と
し
て
の
、
彼
の
茨
布
観
や
、
一
犯
に
は
・史
観
ま
で

いか
、
考
へ
ら
れ
て

来
お
。

O
 

右
の
如
き
内
容
、
形
式
の
ね
兵
位
、
後
批
正
史
の
木
形
式
を
左
右
し
、
た
所
の

本
紀
。
年
表
。
蓄
・
世
家
。
列
俸
と
一吉
ふ
諮
形
式
が
、
安
J

怖
の
記
述
に
於
て
も
決

定
的
な
立
場
を
取
ら
し
め
た
と
先
づ
考
へ
ら
れ
よ
う
。
部
も
と
の
形
式
が
「
悦
問
介

・史
の
概
念
を
ニ一一
回
を
以
て
述
べ
お
杓
り
に
、
虫
記
の
構
造
ケ
一
通
し
て
共
休
的
に
世
に

示
し
た
」
〈
註
一
ニ
〉
?と
一
一
一
一
向
は
れ
る
如
き
、
役
の
・民
械
に
誌
づ
く
も
の
と
す
れ
ば
、
究

帝
観
も
亦
、
と
の
形
式
の
中
に
己
に
規
定
せ
ら
れ
て
居
る
と
ニ
一
一
向
い
符
ょ
う
。

即
ち
、
夫
-R

の
形
式
の
中
に
、
そ
の
形
式
相
応
の
安
布
説
左
選
ぶ
事
に
よ
れ
/
、

養
料
務
理
を
可
能
な
ら
し
め
た
と
一
一
一
一
同
へ
る
。

然
し
な
が
ら
、
と

れ
鮮
の
形
式
は
包
括
的
な
形
式
で
あ
り
、
こ
の
形
式
の
中
に

如
何
な
る
内
符
た
折
り
込
む
か
と
一言
ふ
誌
は
、
叉
夫
々
の
内
科
に
対
し
て
紋
の
立

場
が
要
請
さ
れ
て
来
る
。
従
ク
て
、
多
く
の
資
料
中
よ

D
取
捨
選
択
す
る
に
づ
い

て
は
紋
な
り
の
茨
布
観
が
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

O
 

安
料
的
に
見
る
と
き
、
本
記
の
恭
木
費
料
は
、

孔
一
ナ
所
体
辛
予
間
五
持
徳
及
布
紫
姓
、
係
者
或
亦
的
判
。



と
あ
る
如
く
、
有
徳
・
有
繋
を
根
幹
と
し
、
之
に
左
伴
、
国
語
等
の
務
資
料
を
附

加
し
、
更
に
当
時
云
々
せ
ら
れ
る
積
荷
説
中
よ
り
、
士
口
帝
主
と
し
て
、
叉
人
皇
賞

帝
と
し
て
安
当
且
つ
必
要
と
認
め
ム
れ
る
資
料
を
以
て
、
一
惑
の
焚
帝
停
記
が
構

成
さ
れ
て
ゐ
る
u

之一
K
J対
し
て
封
秘
書
は
、
主
と
し
て
封
械
に
関
聯
し
て
出
て
来
る
焚
有
税
を
、

始
ん
ど
で
或
日
」
「
枝
々
問
」
「
何
々
日
」
と
第
一
一
一
考
一
一
一
一
同
の
形
式
を
以
て
、
時
代

順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
忙
す
ぎ
な
い
。
と
れ
等
は
内
容
的
に
緩
め
て
雑
多
で
あ
り

旦
ク
彼
の
ふ
凡
場
宇
一
離
れ
た
客
観
的
な
車
一
・
突
の
羅
列
に
過
ぎ
な
い
。
〈
計
一
山
間
)
そ
し

て
費
帝
の
時
格
段
、
多
ハ
切
に
榊
仙
的
性
格
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

か
弓
し
た
資
料
の
取
り
扱
ひ
に
づ
い
て

(
V
F
P
J
E
ロコ

g
は
、
(
一
託
五
)

「
だ
大
な
得
税
系
統
の
中
心
た
る
有
名
な
賀
有
も
、
司
馬
濯
に
と
ク
て
は
、
単

に
北
開
通
の
一
帝
王
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
ゐ
る
。
真
実
む
捕
か
ん
と
し
て
司
馬
溢

は
停
説
を
変
形
し
、
本
質
的
に
非
実
在
的
、
概
念
的
な
も
の
に
、
位
一
六
'
一
仕
ら
し
き

外
見
を
与
へ
た
た
め
に
、
共
の
結
果
は
荒
誕
な
通
俗
的
信
仰
よ
り
も
一
居
虎
構

な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
ク
允
。
」

と
し
て
、
「
低
度
一
の
令
理
、
主
義
」
と
批
判
し
て
ゐ
る
。

と
の
見
解
に
は
一
一
地
あ
る
と
し
て
も
、
か
う
し
た
峻
別
の
中
に
と
そ
、
昨
一
六
は
司

一
帰
還
の
脊
料
に
対
す
る
す
一場
が
あ
る
の
で
あ
る
。

即
ち
彼
に
し
て
み
る
な
ら
ば
、
安
布
は
史
上
厳
然
と
存
在
す
る
，
百
帝
王
で
あ
わ
Y

五
帝
の
第
一
に
置
か
る
べ
き
人
嘉
と
し
て
の
賀
有
で
あ
る
。
木
紀
に
一
ホ
さ
れ
た
背

帝
は
と
れ
で
あ
り
、
決
し
て
「
虚
構
」
で
は
な
い
。
然
る
に
当
時
燕
摘
の
方
士
達

段、
p

み
だ
り
に
と
の
紫
有
を
取
り
あ
げ
、
更
に
は
之
に
紳
他
的
性
格
を
も
附
与
し

て
、
封
誠
一陀
関
聯
せ
し
め
て
説
い
た
。
か
う
し
た
も
の
と
そ
、
彼
K
と
ク
て
は
、

「
融
構
」
で
あ
づ
た
。
然
し
際
史
的
事
実
は
、
現
に
か
う
し
た
費
布
を
詩
ら
し
め

で
謄
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
事
実
在
無
視
し
得
ぬ
彼
の
玄
場
と
し
て
、
と
れ
等
佐

封
締
出
品
四
中
に
緑
列
す
ね
U

古
一
一
唱
は
当
然
で
あ
る
。
と
〉
に
費
帝
の
取
り
扱
ひ
γ
ト
ク
い

~
で
バ
樹
繍
警
が
木
紀
と
契
怒
る
所
以
が
あ
る
。

勿
論
、
方
士
遠
の
号
一
向
ふ
焚
帝
説
が
総
て
虎
様
で
あ
る
と
考
へ
た
と
ι
一一
同
ふ
の
?
な

い
。
そ
の
託
拠
に
、
「
封
総
山
内
第
多
一
治
」
「
獲
費
閉
山
」
「
迎
日
r椛
策
」
「
順
天
地

之
犯
」
等
〈
一
証
五
〉
、
封
秘
書
に
見
え
る
同
一
類
養
料
い
か
本
紀
中
に
取
ら
れ
て
居
る

と
と
で
も
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
李
か
み
初
、
療
大
、
公
孫
卿
等
の
方
士
の

一
一
一
一
日
を
、
「
無
験
」
「
無
紋
」
と
、
そ
の
説
の
根
拠
無
き
と
と
を
忌
叩
な
く
指
摘
し

た
彼
が
、
向
じ
く
彼
等
の
一
一
一
一
同
ふ
賀
有
説
を
そ
の
ま
〉
信
や
る
筈
が
な
い
。
彼
が
木

紀
後
に
あ
る
如
き
慎
雷
一
さ
を
以
て
、
資
料
に
臨
ん
で
ゐ
る
事
は
叉
当
然
で
あ
る
。

か
く
考
へ
来
る
と
き
、
資
有
木
紀
は
、
単
に
木
紀
と
ニ
一
一
ロ
ム
形
式
に
の
み
制
約
せ

ら
れ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
形
式
に
誌
づ
い
て
、
彼
の
考
へ
る
資

帝
停
記
が
構
成
せ
ら
れ
た
も
の
と
畳
一
同
ふ
事
が
出
来
よ
う
。
と
れ
に
対
し
て
、
封
梓

撃
に
見
え
る
焚
布
説
は
、
必
や
し
も
絞
の
・
考
へ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
当

時
ま
で

K
一
語
ら
れ
た
諸
説
を
、
封
鮮
に
関
税
し
ク
¥
二
静
め
た
も
の
と
考
へ
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
か
う
し
た
立
場
を
峻
別
す
る
一
ク
の
形
式
と
し
て
、
封
総
書
で
は

出
来
得
る
限

p
、
客
観
的
な
記
漣
を
し
、
第
三
者
一
一一
一
向
を
以
で
し
た
と
一
言
ふ
事
が
出

来
る
。
従
ク
叱
封
総
書
も
、
警
と
吾
一
向
ふ
形
式

κの
み
制
約
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
自
ら
共
処
に
は
意
図
す
る
も
の
が
あ
ク
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

。

果
し
て
然
ら
ば
、
上
婦
の
如
き
峻
別
を
為
す
べ
き
根
拠
を
伺
に
求
め
た
で
あ
ら

う
か
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
突
い
布
観
を
一
法
定
す
る
根
拠
を
何
に
求
め
た
で
あ

ら
ろ
か
。
と
の
事
は
そ
の
資
料
を
【
分
析
す
る
一
惑
に
よ
り
知
り
得
ら
れ
る
。

即
ち
木
紀
の
一
義
木
資
料
が
、
有
徳
、
有
繋
、
春
秋
、
国
語
ば
一
寸
で
あ
ク
た
と
言
ふ

事
は
、
発
、
持
紀
を
山
川
書
、
孟
一
す
等
b
L
桜
幹
と
し
た
と
同
様
、
之
等
い
か
、
彼
の
資

料
観
よ
り
す
る
と
、
史
的
に
確
か
な
古
典
資
料
で
あ
づ
た
と
一
一
一
一
ロ
ム
事
で
あ
る
。
従

っ
て
史
的
に
確
か
な
焚
帝
資
料
も
、
こ
れ
等
古
典
資
料
に
依
づ
て
、
始
め
て
得
ら

れ
る
と
し
た
の
で
あ
ら
う
。
故
に
、
彼
の
賞
布
械
は
、
と
の
資
料
綴
に
よ
り
先
づ

規
制
さ
れ
た
と
一
吉
ふ
事
が
出
来
よ
う
。

多
く
の
問
題
を
持
ク
五
帝
配
当
の
問
題
も
、
被
が
資
格
、
被
頭
、
持
問
中
山、
発
・
舜
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と
し
た
の
は
、
五
帝
徳
を
茶
木
資
料
に
し
た
と
一
一
一
一
同
ふ
事
が
決
定
的
な
立
場
を
与
へ

た
も
の
で
あ
る
、
と
一
一
一
一
間
ひ
得
ょ
う
。

勿
論
当
時
、

製
者
多
稀
五
有
侮
ム
犬
、
然
出
向
警
繍
裁
発
以
来
、
而
日
目
家
ニ
一
一
同
黄
山
布
、

h

英
文
一
小
雅

駅
、
務
紳
先
生
難
一
一
一
一
口
之
。

と
あ
拘
る
所
よ
り
す
る
な
ら
ば
、
尚
撃
に
さ
へ
無
い
費
帝
を
、
五
帝
篠
に
義
づ
い
て

取
り
あ
げ
る
事
に
は
、
多
く
の
国
難
も
吾
川
/
た
で
あ
ち
ち
。
然
し
其
処
に
は
、
彼

自
身
の
考
意
よ
り
し
て
無
視
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
叉
そ
う
し
た
も
の
を

取
り
あ
げ
る
事
に
、
時
代
的
要
請
と
一
苔
ふ
も
の
が
あ
ク
た
と
い
ふ
事
は
否
定
さ
る

べ
き
で
な
い
。
〈
註
七
〉
。

然
し
、
本
紀
は
単
に
前
述
す
志
如
く
、
中
背
徳
・
2

帯
繋
の
み
を
費
料
と
し
て
居
ら

守
、
封
綿
警
に
見
る
如
き
同
類
説
明
、
料
を
附
加
し
て
ゐ
る
。
更
に
帝
徳
、
帝
繋
そ
の

も
の
さ
へ
も
、
そ
の
ま
〉
受
け
入
れ
ら
れ
て
居
ら
守
、
厳
密
に
取
捨
選
択
さ
れ
て

ゐ
る
。
か
う
し
た
内
容
に
対
す
る
分
別
は
、
突
に
司
馬
遼
自
身
の
賀
帝
綴
に
義
礎

を
蜜
く
も
の
で
あ
お
。

郎
ち
有
徳
に
見
る
「
賞
帝
一
一
一
百
年
説
問
答
」
を
抹
殺
し
、
「
乗
龍
駕
雲
」
の
如

崎県

C

紳
仙
的
資
帝
を
拾
℃
、
「
焚
帝
が
少
典
の
子
で
あ
る
事
を
明
言
し
、
し
か
も
玄

鳥
玄
人
の
瑞
の
加
へ
ら
れ
な
い
事
」
〈
註
八
)
等
は
、
司
馬
還
が
黄
山
部
を
考
へ
る

と
き
、
人
J

長
と
し
て
の
性
格
に
は
と
れ
等
は
神
秘
的
で
あ
る
と
す
宕
賀
持
観
に
義

づ
き
取
検
選
択
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

叉
「
賛
帝
」
、
「
獲
管
制
州
」
、
「
迎
日
投
策
」
、
「
際
天
地
之
紀
」
、
或
は
炎

帯
、
安
元
と
の
戦
ひ
に
関
す
る
務
資
料
及
び
天
下
統
治
の
諸
施
策
花
関
す
る
記
妹

等
は
、
少
く
と
も
彼
が
考
へ
る
古
布
主
と
し
て
の
安
帝
停
記
を
記
録
す
る
に
必
要

旦
づ
安
当
と
考
へ
ら
れ
た
彼
の
資
帝
観
に
蕊
づ
く
取
拾
謎
択
の
総
て

y
b
否
。
従

賞
有
機
も
、
叉
か
う
し
た
る
取
捨
選
択
の
中
に
於
て
、
始
め
℃
明
瞭
に
p

強

勿
論
、
時
代
の
一
ナ
で
あ
る
彼
が
、
唯
彼
の
史
脹
に
於
て
の
み
、
と
の
黄
帝
観
b
L

持
ち
得
た
と
は
一
マ
一
同
ひ
得
ま
い
J

一
台
、
率
ろ
一
絞
の
史
肢
も
亦
そ
の
時
代
の
中
に
養
成

せ
ら
れ
た
も
の
故
に
、
五
帝
徳
e

有
繋
姓
に
依
づ
た
と
一
す
一
口
ふ
事
も
、
叉
そ
の
他
諸

費
料
在
取
り
あ
げ
た
と
一
一
一
一
ロ
ム
事
も
、
そ
の
時
一
代
の
要
請
、
‘
そ
の
時
代
の
史
実
刊
散

の
基
準
友
一
示
じ
て
居
る
に
過
ぎ
ぬ
と
本
ι
一
一
ロ
ひ
得
ょ
う
。
市
も
た
ほ
、
彼
が
封
諦
笠
間

の
如
き
諮
の
寅
帝
説
を
離
れ
て
、
か
う
し
た
資
帝
本
紀
を
構
成
し
得
た
と
一
一
一
一
日
ふ
と

と
る
に
、
被
独
自
の
史
践
に
立
つ
寅
帯
観
の
存
在
を
認
め
ざ
る
を
特
ぬ
も
の
で
あ

。
る

。

以
上
は
、
主
と
し
て
資
帝
木
紀
-
と
封
縛
警
と
を
中
心
と
し
て
、
史
記
の
賀
帝
に

つ
い
て
の
司
馬
遼
の
取
り
扱
ひ
方
を
見
ク
¥
叉
一
彼
の
立
場
、
弘
明
ら
か
に
し
て
来

た
。
そ
し
て
か
ち
し
た
考
察
は
、
本
紀
、
封
締
蓄
を
比
較
す
る
事
に
よ
り
、
最
も

ゆ
uw

よ
く
理
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
安
帝
に
関
す
る
も
の
は
、
と
れ
の
み
で
な
く

史
記
金
書
に
一
旦
づ
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
賀
帝
の
取
り
扱
ひ

は
、
更
に
別
た
費
料
を
も
併
せ
て
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
然
し
、
な
が
ら
、
他

の
断
片
的
資
料
は
、
充
升
と
れ
が
用
に
供
し
得
な
い
。

更
に
、
か
う
し
て
見
先
安
帝
の
問
題
も
、
司
馬
遼
の
時
代
に
於
け
る
理
解
の
基

礎
に
立
ク
て
の
諸
判
断
で
あ
づ
て
、
今
日
吾
々
が
説
話
上
の
人
物
と
し
て
見
る
寅

帝
と
し
て
の
立
場
か
ら
は
、
本
紀
、
封
稀
警
そ
の
他
の
諸
資
料
の
分
別
も
、
総
て

一
括
し
て
茨
帝
説
話
の
資
料
と
し
て
の
み
、
取
り
扱
は
れ
得
る
に
過
ぎ
な
い
。

故
γ
い
わ
れ
わ
れ
が
、
此
処
に
於
て
何
度
を
換
へ
、
史
記
の
諸
都
民
料
を
説
日
一
尚
北
官
、
料

と
し
、
更
に
当
時
に
於
け
る
究
帝
の
諸
費
料
と
北
絞
考
量
す
る
な
ら
ば
、
司
馬
還

の
取
り
扱
ひ
方
は
一
一
般
明
僚
托
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
処
に
、
「
説
話
資
料
と
し

て
の
史
記
賞
帝
の
問
題
」
〈
註
八
〉
が
掲
げ
ら
れ
る
恐
自
が
一
治
る
。

(
と
の
小
論
は
昭
和
二
十
七
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
、
に
よ
る
助
成
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
J

〉

ハ
註
一
〉
大
豆
大
学
宗
教
文
化
第
十
一
輯
掲
載
予
定
。

一(18)ー



ハ
註
四
)

ハ
設
五
)

(
註
六
)

「
傾
天
地
之
紀
」
等

(
詳
し
く
は

「
封
締
」
「
獲
援
鼎
」
「
、
部
日
推
策
」

史
記
寅
帝
本
記
考
に
あ
る
)

霊
加
川
俊
郎
「
司
馬
還
の
研
究
」
ハ
毘
漢
思
想
の
研
究

?
ω
∞
ω〉

史
実
に
対
す
る
主
観
的
批
判
は
極
め
て
簡
単
で
あ
る
が
「
無
験
」
「
無
数
」

と
か
、
践
は
「
天
子
捺
怠
厭
方
土
之
怪
迂
盟
問
英
、
然
様
探
不
絶
」
等
の
形
、

叉
諸
方
士
の
践
衰
の
記
述
の
中
に
見
ら
れ
る
が
、
封
撚
審
全
般
の
構
成
は
、

客
観
的
な
記
述
で
あ
る
o

史
記
著
作
考
(
岩
村
忍
訳
℃
・
ご
日
)

こ
れ
等
の
資
軒
比
較
は
、
詳
し
く
は
「
史
記
策
帝
本
記
考
」
に
あ
る
o

緯
書
に
お
り
る
黄
一
常
に

総
意
聞
は
個
人
の
詠
一
作
で
は
な
く
、
叉
或
る
限
定
さ
れ
た
，
時
代
の
創
作
で
も
な

く
、
そ
の
中
に
は
般
国
以
来
の
九
流
百
家
の
説
が
混
入
し
℃
い
る
。
(
ご
即
ち

そ
れ
ち
務
家
の
経
典
乃
五
停
説
の
一
種
の
解
説
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
現
存
す
る
緯
警
は
、
漢
以
後
の
文
献
が
各
々
の
立
場
で
引
用
し
た
断
片
的
侠

文
を
牧
輯
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
如
何
な
右
性
質
の
解
説
で
あ
る
か
明
確
で
は
な

い
。
か
、
ご
の
緯
警
を
同
一
安
料
と
し
て
扱
ろ
と
と
は
危
険
で
あ
り
、
と
れ
を
対
象

と
す
る
場
合
は
、
一
つ
の
全
体
、
と
し
て
見
る
と
い
う
仮
設
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
併
し
そ
れ
が
緯
警
と
総
一
括
さ
れ
お
以
上
、
喜
一
く
一
小
統
一
な
、
断
片
的
記
事
の

集
合
体
で
は
な
く
、
或
る
時
代
の
、
或
る
共
還
の
意
図
を
持
つ
集
窃
の
人
々
が
、

自
的
を
以
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
或
お
体
系
を
持
ク
と
思
わ
れ

緯
替
を
検
す
る
と
、
古
代
帝
王
の
傍
説
が
極
め
て
豊
富
で
あ
る
こ
と

(
註
七
)

こ
の
事
に
つ
い
て
関
川
崎
氏
(
司
馬
選
と
難
問
、
史
林
第
十
七
巻
一
ニ
号
)
は

司
馬
遷
の
立
場
を
極
め
て
消
極
的
に
認
め
て
居
ら
れ
る
が
、
私
は
平
岡
氏

(
五
帝
本
紀
の
新
研
究
、
支
那
学
、
巻
八

?
E
U
)
が
「
周
未
秦
漢
の
大

一
一
統
帝
国
の
意
識
か
ら
生
ま
‘
れ
た
国
家
史
的
反
省
、
か
、
以
て
中
華
の
始
祖

た
る
べ
き
も
の
と
観
せ
し
も
の
で
あ
っ
た
」
と
言
ふ
資
料
判
取
扱
ひ
に
対
す

る
積
極
的
立
場
を
認
め
る
o

前
掲
、
平
岡
氏
説
(
℃
・
{
会
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
紙
数
の
関
係
に
て
次
の
機
会
に
ゆ
づ
る
。

i¥ i¥ 

註註
九也 1¥
¥._.J ¥._.J 

~ 

中

本す

己
1
4

J

誌

入

し、

て
に
気
附
く
o'
今
そ
れ
を
列
挙
す
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。
〈
)
内
は
回
数
を
一
示
す

伏
議
ハ
お
)
燈
人
(
8
)
女
鳩

(
3
〉
神
農
(
日
)
焚
帝
(
但
〉
少
同
時
(
っ
こ

絞
顎
(
日
〉
帝
饗

(
5
)
発
(
切
〉
舜
(
治
)
高
〈
泣
〉
以
下
路
〈
二
〉

と
れ
等
は
、
現
存
終
審
全
体
に
沿
い
で
、
決
し
て
軽
視
出
来
な
い
部
分
を
占
め

て
い
る
。
特
に
寅
帝
ね
関
す
る
停
説
は
多
い
。
そ
と
で
緯
警
の
焚
帝
を
把
握
す
る

と
と
は
緯
書
が
、
如
何
な
る
体
系
を
持
ち
、
如
何
な
る
意
図
に
よ
づ
て
作
成
さ
れ

た
か
を
知
る
一
つ
の
手
懸

p
と
、
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

安
帝
停
説
は
、
九
十
一
条
も
の
多
き
に
逮
す
る
が
、

の
如
く
に
な
る
。
(
数
字
は
回
数
)

〈
1
)
資
帝
名
軒
、
北
斗
安
神
之
精
、
母
地
紙
之
女
附
費
、
之
郊
野
、
大
意
鏡
枢

斗
星
耀
、
感
附
費
生
軒
戦
。
胃
文
日
黄
山
知
子
。
〈
河
図
援
短
起
、
御
覧
七
十
九

引
〉

そ
れ
を
類
別
す
る
と
、
左
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